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〈研究レポート〉
『心学早染草』の「理屈」
小林加奈
序
寛政二年に刊行された黄表紙『大極上請合売
 心学早染
草』 （山東京伝作・北尾政美画）の序文にて、作者の京伝はそれまで江戸戯作の作法として忌み嫌われてきた「理屈臭き」趣向を打ち出した。この趣向は、独特な絵柄と共に人気を博す。寛政の改革による心学流行という時代背景と、画工政美による善魂と悪魂の絵柄 人気に助けられたこともあるが、敬遠されてきた「理屈臭き」趣向がその後の黄表紙界に影響を与えたことは革新的とすら言える。なぜそれまで受け入れられなかっ の趣向が、この『心学早染草』の場合は
受け入れられたのか。
その理由は、京伝がその手腕を使って「理屈臭き」ことを
強調することで笑いに転じたのはもちろんだが、その「理屈臭き」趣向の中に実在の思想の持つ雰囲気を巧みに黄表紙という世界に溶け込ませたということにもあるのではないかと考えられる。本稿ではその手法について、京伝が頭の中に想定したと思われる思想的言辞 内容とともに考察する。それと同時に、 「理屈臭き」趣向とその中に見受けられる思想について、本文の 文をも に考えていき い。これは、 『心学早染草』の文言の一々がど ような 関わりがあるのかというこ について 先行研究がないためである。久保田愛氏が「 『大極上請合売
 心学早染草』の「理屈臭
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き」趣向―教訓との関係を再考して―」 （ 『国文学攷
 第二〇
二号』 （平成二十二年） ）という論文を発表しているが、それは京伝の諸作品に登場する「理屈臭き」趣向について比較検証したものであり、その「理屈」の中身についての検討には及んでいない。それでは「理屈臭き 趣向の核心に近づけないと考えたため、本稿ではより細かく、盛り込まれた思想の内容的吟味を行っていく。
一
　『心学早染草』の概要
まずは『心学早染草』のあらすじを記す。―
人間の魂は、天上に住まう天帝がシャボン玉を作り
出すように産み出したものであり、その形が歪んだものが善魂ではなく悪魂となる。江戸日本橋の商人、目前屋理兵衛息子である理太郎には、親の日頃の行いの良さから天帝によって善魂が入れられた。そのため模範的な人物として評判の息子に成長する。しかし十八の時 善魂が理太郎から離れ 隙に悪魂が入り込んで まう。それから理太郎は吉原に通い、博打や詐欺 も手を出し、遂に勘当 身となった。宿無しとなったことで盗賊となり、悪魂が更に増長した理太郎は、
る夜世に尊ばれている道理先生という人物に捕えられる。そして道理先生の講釈を受け、今までの行いを悔いて悪魂を追い出 、再び善魂を取り戻す。その後理太郎は両親 詫びて家に帰り、それからは悪魂が入ることなく、立派な人物となった
―以上から分かる通り、この筋立ては、放蕩者が改心すると
いう平易な教訓性が可笑しみの中に溶け込んでいる。またその序文でも通常黄表紙で嫌われる「理屈臭き」趣向を取り入れていることを敢えて述べている。それ 『心学早染草』が刊行された寛政二年というのが、幕府が学問教化に力を入れる、所謂寛政の改革の気運が最も高まっていた時期だったからだろう。この流れに乗った形で京伝は、享保頃発 して以来、当時庶民教化運動として最も普及していた心学を題材としたのである。また既に指摘されているが、作中の道理先生とは心学者の中沢道二を暗示しており、天明初期に江戸に下ってから（安永九年、天明元年、二年、三年との諸説がある）寛政期大いに声名のあった道二を登場させ ことが時流に合って、読者を惹きつけたのだと考えら る。
もちろん『心学早染草』が人気を博した理由は、 「理屈臭
き」趣向による分かりやすい教訓的な内容だけではな 。抽
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象的概念
（注１）
を具体的な形象として表現していることにもある。
その主たるものは善と悪の文字を丸い頭に持つ、擬人化された魂の存在である。この善魂と悪魂の存在感は大きく、それらが主人公の理太郎の周囲を動き回ることで心の揺れ動きを明らかにしている点は非常に滑稽で印象的である。これらの姿形と動きは好評を博したらしく、後世まで多くの作品 長く取り入れられてきた。例えば明治期 作家である坪内逍遥の小説、 『當世書生気質』 （明治十八年）の初版本の表紙にも、その角書である「一讀三歎」を一字ずつ頭 持つよく似たキャラクターが描かれていることが知られてい 悪魂図の詳しい分析につい は関原彩氏の論文
（注２）
があるため、本
稿では扱わない。
山東京伝が『心学早染草』を書く際に念頭にあったと思わ
れる先行の黄表紙は主に三つ挙げら る。天明四年刊行の『天慶和句文』 （山東京伝作・北尾政演画） 、天明八年刊行の『新建立忠臣蔵
 天道大福帳』 （朋誠堂喜三二作・北尾政美画） 、
安永五年『高漫斉行脚日記』 （恋川春町作画）である。諸家に早くより指摘されてきたの 前 二作で、 『高漫斉行脚日記』は近年鬼塚里子氏の指摘による
（注３）
。
山東京伝は『天慶和句文』の人ではないものが人間のよう
に行動している描写からは超越的な抽象的概念の擬人化という趣向、 『天道大福帳』の天道様や天人が『仮名手本忠臣蔵』の登場人物を操るという手法からは抽象的概念による人間操作という趣向、 『高漫斉行脚日記』の 狗に入られ放蕩した者が改心するというあらすじからは教訓的な筋立てという趣向を得た。勿論この三作品だけでなく様々な先行作品から受けている影響によって滑稽の質を保ち、 「理屈臭き」ことを趣向としながらも黄表紙であることの担保ができているのである。
京伝は先行作品から得た趣向に「理屈臭き」趣向を加えた。
しかし「理屈」と黄表紙としての可笑しみ 関係性について考えると、 「理屈臭き」趣向を加え というよりもむしろ、その中にある思想をおぼめかすために従来の趣向を取り入れ、活用したと考え ことが自然だろう。このように一見して見えにくくされている思想 はどのようなものだったのか。
二
　『心学早染草』に込められた思想
この章では「理屈臭き」文を本文中から書き出し、山東京
伝の意識していた思想をあぶり出していく。尚、以下引用
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る心学書・教訓書のほとんどは寛政二年以後のものである。これは当時似たような言説が流布していたことの類例として挙げたに過ぎず、京伝が直接受容したものとして示すものではないことを断っておく。
まずは冒頭で魂について解説した場面からである。男の魂
と女の魂が、それぞれ剣と鏡に例えられる 同時に次の一文が書かれている。
①年代記の端を見るに、魂を知る哥と 、　
木九からに火三つの山に土ひとつ七つは金と五水りやう
あれとあれども、これはこじつけなり。壱つより外はなきものなり
（注４）
。
「木九からに」から始まる歌は、 「聞くからに秘密の山に土一つ七つは金と御推量あれ」と読み、五行説を覚えやすいように 般的にしたものである。五行説とは、木火土金水が森羅万象の基本の成分だと考えるものである。棚橋正博氏による『新編日本古典文学全集
79』の頭注には、この歌について
「五行説の木・火・土・金・水の性の順序を憶えやすく読み
込んだ歌。 」とある。 「年代記」とは「年代重宝記」の類の刷物のことで、江戸の人々が日常生活で参照した歴史略年表のようなものである。書冊体、一枚刷り、いずれの年代記にもこの歌はみられる。
心学の鎌田柳泓『理学秘訣』 （文化十三年）では、そのよ
うに身近にあった五行説について次のように述べている。
天地ノ間ニ形ヲ成ス者ハ、水火土ノ三ツ也。気ハ又其ノ水火土ノ三ツヲ生ズル本也。儒ニ金木ヲ加ヘテ五行トスレドモ、金木ハ本土中ニ生ズレバ、土ヲ云ヘバ金木ヲ包ベシ
（注５）
。
このように五行がもともと「水・火・土」の三行から派生
したものであるとする説明もあったようである。
歌の直後に「これはこじつけなり。壱つより外はなきもの
なり。 」とある。この部分の解釈として二つの推測ができる
まずは魂に限らず全てものの根源は一つであり、五行に分
かれてはいないという考え方を示している いう解釈である。もう一つは、五行各々に付された数はそこから派生する魂数量を意味し、この「壱つより外はなきものなり。 」とは、しかしそれぞれ数は一つずつで構わないという考え方を示しているという解釈である。この部分の意味するところを裏付
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ける確実な資料を見つけることはできなかったが、このどちらかだろう。「魂を知る哥」に触れたすぐ後に次の一文がある。②これ（魂）を、生ける時は精気といひ、死す時は魂魄といふ。又心神ともいふて、人間の大切なるは これに過ぐるものなし。「精気」 「魂魄」について、朱子学の祖朱熹と弟子の問答を
まとめた『朱子語類』 （咸淳六年）の中では次のように記されている。
人が生まれるのは、精気が集まるからだ。人がいくら多くの気をもっているからといっても、必ずいつかは尽きはてる。尽きはてると魂気は天に帰り、形魄は地に帰って死ぬことになる。 （佐藤仁氏の現代語訳による・原漢文（注６）
）
「心神」とは、心・精神のことである。この言葉は江戸時代以前から使われているもので、 『古今著聞集』 （建長六年成立）の説話でもその意味で用いら
…妙音院殿は琵琶を弾じ給ひけり。孝博、 「心神安楽な
り」とぞ申しける。 （巻第十五）…その時、唯蓮房、心神やすくなりて恐るる事なし。（巻第十七
（注７）
）
「巻第十五」と「巻第十七」から、②の一文は心学特有の語というよりも、古くから言われている「心神」という語に、朱子学的意義が融合したものと考えられる。魂について説明した締めくくりは、次の一文である。③その魂といふもの、何処より来るぞと思へば、天より授かるなり。この一文を考えるため まず心学における「天」の役割に
ついて確認したい。柴田鳩翁の『續々鳩翁道話』 （天保九年）では「天」を次のように説明している。
天は音もなく、香もなく、たゞ物を生ずる理でござります。これをさして天と申します
（注８）
。
「天」は「たゞ物を生ずる」ことを「理」としている。つまり魂も天から生じた物だと考えることができる。そして鳩翁は『續鳩翁道話』 （天保七年）の「壹之上」 次 ように述べている。
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太甲に曰く、諟天の明命を顧るとは、則大學の傳にして、書經 の篇を引いて、 徳 明らかにするの仕様を、お示しなされたものでござります。まづ諟天の明命といふは、お互に持合せた本心の事じや。この本心は手まへ勝手に拵へたものではな 則 より禀得ましたもので
（注９）
、
ここに「天より禀得ました」とある通り、 「天」は物を生
じ、与えるという役割を請け負わされていることが分かる。
そしてこの「天」には天帝が存在することを説明するのが
次の一文である。
④そも〳〵天上に、天帝と申す尊き神おわ まして、上河正楊『聖賢證語國字解』 （寛政五年）で「天帝」は次
のように定義付けられている。
上帝は、天帝のこと也。帝とは、萬物に主宰たるを以て、帝と云ふ也
）（注
（注
。
このように「天帝」とは万物を統率し、地上の者 裁きを
与える、崇められる存在である。脇坂義堂が『民の繁榮
 五
の巻』において「何卒天帝 祈願して
）（（
（注
」と記していることか
らもそのことが分かる。また「天帝」は神道でいう天照大神
であり、仏教では多く阿弥陀如来に当てられる。『心学早染草』では、このような存在である「天帝」が魂をシャボン玉のように吹き出して生んでいる。⑤吹出し給ふ時は、こと〴〵く丸く全き魂なれども、妄念・妄想の風に吹かれて、中にはいびつになり、あるひは三ン角四角になつて、飛行くもあるなり。この一文は、その吹き出された魂についてである 「吹出
し給ふ時は、こと〴〵く丸く全き魂なれども」とあるように、魂はそもそも善であるという性善説を暗示している。
心学において孟子の性善説が取り入れられていたことは多
くの道話から読み取ることができる。石田梅岩『莫妄想』（無刊記）には次のような問答が記されており、性善説は心学において重要な思想であ を暗示している。
答
　（前略）善ヲ見テ喜ビ悪ヲ見ハ悪ム。是私シニ非ズ。
問
　
其好悪スルガ分別ニ非ズヤ。
答
 　
分別ニ非ズ。善ヲ好ハ性善ナルガ故ナリ。悪ヲ悪モ
性善ナルガ故ナリ。前ニ云如ク体用ナリ。好悪スルハ性ノ用ナリ
）（注
（注
。
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もともと善である魂が「妄念・妄想の風に吹かれ」ること
で悪魂に変わる。つまり、外からの力が加わることで悪魂は形成されるのであ このことについて劉念臺の『劉子全書抄』では次のように述べている。
程子は水を以て性に喩ふ。その初めは皆淸めるも、その後漸く流れて濁るに至るは、すなはち水受くるの地異ればなりと。蓋し氣質と義理の分を言ふことかくのごとし
）（注
（注
。
（原漢文）ここでは「水受くるの地異ればなり」といっているように、
水の溜まる場所の土壌によって清濁が変化するように、外的環境によって、性は「濁る 至る」としている。本文で「妄念・妄想の風に吹かれて」と書かれているのは、性そのものに影響を与える外物（欲）が存在するという、宋学 根ざした思想があったからだろう。
天帝が登場し、魂について解説した後は、主人公である理
太郎が誕生した場面である。ここで悪魂は幼い理太郎の中に入り込もうとする。それは、幼い子が善にも悪にも染まりやすいからである。次の文ではそのこと ついて幼い子を「白き糸」に例えて説明している。
⑥幼きは白き糸のごとく、いかやうにも染まるものなりとは、むべなるかな。この「白き糸」について、 『淮南子』の巻十七説林訓に以
下のように記してある。
墨子、錬絲を見て之に泣く、其の以て黄にす可く、以て黒くす可きが爲なり
）（注
（注
。 （原漢文）
「錬絲」は白い染める前の糸である。これは黄でも黒でも何色でも染まる。その決められた色に染まるためだけに在ることを悲しんだ文である。このような「白き糸」に例えられた幼い理太郎に悪魂が入
り込もうとするが、それを天帝は止める。次の文はその場面の一文である。
⑦これ親理兵衛が、常に一心の治めよきゆへ、天帝恵みをたれ給ふゆへなり。中沢道二の『道二翁道話
 五編』 （文化元年）の「巻の中」
に以下のような文がある。
どうぞ信心起して、知つて御らうじませ、一軒の内の旦
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那殿が知ると、家内が安樂に成る。妻子、眷属、一家、親類、出入方から 知音近付、門賣の大こん屋までが助かる事じや
）（注
（注
。
一家の主が「信心」を起こすことで、家族親類を始めとし
た周囲にいい影響を与えるのである。 『心学早染草』では一家の主である父の理兵衛が常日頃 信心を持っていた結果、天帝が家族 理太郎の中に悪魂が入ることを阻止してくれたのだ。このように親の善行が子に善き報いとなって表れる、ということは、この「信心」が京伝のいう「一心の治め」に相当する朱子学的な意味があるとともに、仏教的な ち様であるともいえる。
天帝によって善魂を入れられた理太郎は、すくすくと利発
に育つ。まだ子供の理太郎 両親に言う言葉は心学 基づいたものであり、善魂はその言葉を満足げに聞いている。⑧と⑨はその理太郎の言葉であ 。
⑧坊はおとつさんや、おかゝさんが大事だよ。心学では、このような親孝行を日常において最も遵守すべ
きものとして、多くの具体的な道話を用いて教化を進めてい
た。これは明らかに儒教の徳目の一つである「孝」に拠る。⑦で扱った『道二翁道話
 五編』の「巻の下」では次のよう
に示されている。
たゞ親大事、主人大事が天地の道、此外に道はない
）（注
（注
。
しかしこれは古くから根付いてきた思想であり、ここでの
理太郎の言葉は、心学的というよりはあくまで模範的な子供の言葉として記されているとも考えられる。
⑨穴一や宝引は、しねへもんだねへ「穴一」や「宝引」を含む賭け事について、中沢道二が師
事した手島堵庵は『前訓』 （安永二年）の中で次のよ に述べている。
あないち、其外諸勝負事、銭あつかひ、かたくなされまじく候。第一博奕の兆にもなり候て、こゝろもちさもしくなり、其上友達争ひ起り、互に気をもみ、剰恨疾もみな此勝負より初り、甚あしきものにて候
）（注
（注
。
賭け事の禁止については、幕府が正徳元年に公布した御高
札にも「博奕の類一切に禁制之事」 （ 『正徳御式目
）（注
（注
』とあり、
心学のみならず庶民に広く浸透していた教訓だと考えられる。
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さて理太郎は善魂と共にまっすぐに育ち、元服する。そし
て理太郎は次のような人物として評判になる。
⑩型のごとく律義者ゆへ、朝も早く起き、夕べも遅く寝て、ずいぶん万事に心を配り、倹約を とゝして 親 孝を尽くし、家来に憐れみをかけ、算盤を常に離さず、内外を守りければ その近辺に評判の息子となりけり。この一文には様々な模範人物 して 要素が入れ込まれて
いる。「ずいぶん万事に心を配り、倹約をもとゝして、親に孝を尽くし、家来に憐れみをかけ」という部分と、同じような趣旨は他の心学書に多く散見される。例えば、石田梅岩『斉家論 下』 （延享元年）の「倹約序」の前半にも以下の一文があ
る。
我が身をおさめ、上を犯すことなきやうに慎み、父子・夫婦・親類・縁者、家の小者に至るまで、たがひに睦じく打和らぎ、吝きことなく倹約を守り、一人の小者、又は出入従ふ者をあはれみ助けたき志なり
）（注
（注
。
このようなことは、⑨で例に出した正徳の御高札にもまず
第一に掲げられており、必ず守るべきこととして一般的に広く捉えられていたのだと考えられる。
また心学において「倹約」は非常に重要なこととされてい
る。貝原益軒の『家道訓』 （正徳二年）の「卷の六」では次のように記されている。
一、儉約は、人の美徳なり。いにしへより、いみじき聖賢明王 皆儉約を行ひ給へり。よき人の儉約ならざるはなし
）注注
（注
。
「儉約」をすることは「よき人」の証なのである。「算盤を常に離さず」については、後世の例だが中村弘毅の『父子訓』 （文化八年）に次のように示さ る。
そろばんは、数といいて六芸の一つにして、貴賤となく習わずしてかなわぬわざに 、家・国・天下を治むるに有効のものなり
）注（
（注
。
そろばんの扱いは、商家であることを問わずに大切にすべ
きと考えられていた が分かる。そのため理太郎は「算盤を常に離さず」にいる人物とされているのだろう。「内外を守」ることも心学では大切にされている。手島堵庵は『爲學玉箒
 後篇』 （文化五年）に以下のように記している。
問。内外ともに養ふといふいはれ、いか 。
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答
 。 （中略）物に向ひては、我なき事をひたと、常々感心し、悦ぶは、内を守るなり。感心する時、外物に蔽はれ、 ばらく去る也。それゆゑ 間斷なく感ずべし。本心明らかなれば、是非、邪正、わかれやすし。然れども、外、言行をあやまれば 心鏡に疵がつくゆゑ外を能く勉むべし
）注注
（注
。
これらを踏まえると、京伝が理太郎を大変模範的な人物と
して描いたことが改めて分かり、 「その近辺に評判の息子とな」ったのにも納得 いく。
しかしその模範的な理太郎が十八の年、ついにその身体に
悪魂が入り込んでしまう。理太郎は吉原の遊女怪野 ところに通うようになり、居続けを始めてしまった。そこへ両親の使いで目前屋の番頭が迎え 来たものの、理太郎は拒む。
⑪天魔の見入れか、ぜひもねへこの一文は番頭 言葉で、理太郎に対しての呆れが読み取
れる。「天魔」とは、人が善事をなそうとするときに邪魔をする他化自在天魔とその眷属のことである。仏教の語を説明し
玄應の『一切經音義』 「巻二十三」にも「天魔」のそのような説明がある通り
）注注
（注
、仏教用語ではあるが一般的にも使われて
いたものだと考えられる。
小説の例としては、浮世草子『花の名残』 （貞享元年）の
「巻五」に次のようにある。
三世に諸佛の御憎み深き罪ある我が身故、天魔の障礙なすなるべし
）注注
（注
。
また⑪の一文で使われている「天魔の見入れ」という表現
は『仮名手本忠臣蔵』 （寛延元年初演）の六段目にも見られる。
さほどの事を弁えなき汝 てなかりしが、いかな 天魔の魅入りしか
）注注
（注
。
これ以外にも本作が影響を受けた『高漫斉行脚日記』で、
悪魂のような天狗が入り、放蕩を始めた法外という者が「天魔の所為とぞ
）注注
（注
」という似た表現で表されていることから、会
話の中で日常的に使われていたとも推測できる。「天魔」 、すなわち悪魂に見入られた理太郎は、遊郭通いから始まり、博打や詐欺を行い、両親から勘当される。どんどん悪魂が増えていった理太郎は、宿無しとなったことで盗賊にまでなった。そしてある夜、世に尊ばれている道理先生と
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いう人物に捕えられ、その教訓を受ける。その結果理太郎は、
⑫儒・佛・神の尊き道を聞き、今は先非を悔ひ、本心に立帰る。この「儒・佛・神の尊き道」とは石門心学を形成する重要
な三教で、この一致思想は心学の根幹でもあった。心学はこれらの要旨をまとめ、通俗倫理ともいえる日常生活に活かせる教訓を特長としている。京伝は心学の特色をここに簡潔に言い表しているのである。また「今 先非を悔ひ、本心 立帰る。 」とは、理太郎が道理先生の講釈によって今ま のことを反省し、悪魂を追い出して、本心である善魂を取り戻したこ 示している。こ 場面の挿絵では善魂が悪 斬っている。
理太郎のような放蕩者が改心する話は心学道話に多く存在
する。例えば柴田鳩翁『鳩翁道話』 （天保十年）の「壹之下」にも似た話が収められており、その終盤に次のような一文がある。
一旦若氣のあやまりで、何の分別もなう、親に心づかひ懸たり、親をなかせた の不孝も、この道理をわきまえ
て、今日たヾ今、志を立て直し、我身に立かへつて孝行すれば 親御様は 日から極樂ぐらし
）注注
（注
、
この一文にも「立かへつて」という表現が使われており、
改心話における類型表現の一つとして使われていたと考えられる。「本心に立帰」った理太郎に道理先生が次の言葉を掛ける。⑬人間万事大切なるは一つ心なり。皆おのれが心より出て、おのれが身を苦しむる。そ 心はすなはち、魂じや。こゝの道理をとくと合点せねばならぬ人間にとって最も大切なものは心であり、 によって様々
な苦しみも与えられるということを述べている。これと同様のことを詠んだ道歌があ 。
心こそ心迷はす心なれ、心に心心ゆるすな
）注注
（注
この歌は澤庵の『不動智神妙錄』の最後に見られ 同歌
は⑫で引用した『鳩翁道話』の「貳之下
）注注
（注
」の中にも見られる
ことから、当時一般的に知られていた歌であった。
この「心」について、④で扱った『聖賢證語國字解』にみ
える石田梅岩の言説に触れた記述に次の文がある。
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「事々皆心より生じて、而して心、一身の主たり。 」とは、萬事萬端、今日吾身に行ふほどのこと、悉く皆、吾心より生さぬことはなき也。いかんとなれば其心、即ち吾一身の主宰たればなり
）注注
（注
。
ここで言うには、 「心」は「一身の主」である。王陽明の
『傳習錄
 中巻』にも「心は身の
主
）注（
（注
」という表現が存在してい
る。また陽明の門人、聶雙も『雙江聶先生文集抄』の「卷十一」に次のように記している。
心はこれ身を生ずるの始めなり。なほ始祖のごときなり。靈明氣に合して以て形を成す。心ありてしかる後に身あり、しかる後に知あり意あり
）注注
（注
。 （原漢文）
「心」は「始祖のごとき」ものなのである。以上から、⑬で「心」を「人間万事大切なる」と称してい
ることにも納得ができる。②でも「心」と同義である「心神」を用いて、それを「人間の大切なるは、これに過ぐ ものなし。 」 称していることから、この文章 ②の後半部分の繰り返 ともいえる。
またその「心」を、中沢道二は『道二翁道話
 初編』 （寛政
六年）の中で次のように言い表している。
古の明徳とも、本來の面目とも、主人公とも、本心とも、
天とも、妙とも、名はたんと付けてあるけれど、皆心の異名じや。名は跡で 覚え がよい。急に入用は、心の事じや
）注注
（注
。
このように「心」はどんな言葉にも置き換えられる、心学
において最も重要な語であり、陽明学的捉え方の象徴ともいえる。本文に倣うと「心」は「魂」とも考えられ、京伝はこのことを理解した上で⑬の道理先生の講釈の言葉を記したのではないだろうか。すなわち、儒・佛・神三教をまとめる時に最も適当な「心」という言葉を 陽明学的な解釈によって原点 据えたといえるのである。
補足だが、 『道二翁道話』には本文にも用いられている
「合点（點） 」という日常漢語や、 「じや」という口語の語尾が頻繁に使用されている。 れも中沢道二以下、心学道話の口調を意識したと思われる。
道理先生による講釈によって悪魂を追い出す とが出来た
理太郎は、次のような人物になる。
⑭理太郎、是より道を明らめ、親に孝を尽くし、眷族を憐れみ、大君子とぞな 、家富み栄へける。
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理太郎は⑩で述べたような模範的な人物に再び戻るのであ
る。
ここで注目したいのは、⑦で述べた模範的な人物に対する
恩恵の内容である。⑦では「理兵衛が、常に一心の治めよきゆへ」に、生まれたての息子の中に悪魂を入れられずに済んだ。自分の心掛けによっ 天帝に与えられる恩恵は、 『心学早染草』においては具体的に目に見えないものである。しかしこの⑭では、 「大君子とぞなり、家富み栄へけ 。 」という目に見える恩恵がある。これは⑦とは反対 、親 向けた善き心掛けによって報いが与えら たからである。
脇坂義堂著『孝行になるの傳授』 （享和二年）に次の一文
がある。
孝行の相とさへなれば、たとひどんでもぶきようでも、貧ばふでも、文盲でも、百行の源にて萬善の長者と榮へ、子孫目出度、大福相とならるべし
）注注
（注
。
孝行には必ず目に見える恩恵が存在する。心学に限らず親
孝行の教訓の多くに共通するように思われ この恩恵に、山東京伝も則っていること 分か 。仏教的な⑦と儒教倫理「孝」を強調した⑭を融合させることは、心学的三教一致の志向にふさわしいものとも言えるだろう
⑭に描かれたような孝行者となった理太郎の中では、そこ
に戻った善魂もその母を大切にする孝行者として描かれている。それが次の一文である。
⑮母をも育み怠らず、守りけり。親孝行の思想については⑧で述べた通 である。この一文
で取り上げたいのは「怠らず」という表現である。
持敬とは敬を持といふ事にて、万事うかめず怠らず、油断大敵といふ事 能知りて、朝夕恐慎ことなり。 「敬怠に克者は吉、怠敬に克者は凶なり」といへり。吉とは目出度事なり、凶とは忌わしきこと 。されば文王の昌給ふは敬の一字により、紂王の亡失しは怠の一字によれり。其外古今其例少からず。されば能敬者 昌へ 怠る者は衰ふと知べし
）注注
（注
。
以上は鎌田柳泓の『心学五則』 （文化十年）の「第一則
 持
敬」の冒頭である。ここには「怠」ということに対する強い注意喚起を読み取ることができる。つまり心学の思想を教化する上で「怠らず」という表現が多用されていたことを示し、また同時に山東京伝もそれに則ったことが推測できる。
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三
　「理屈臭き」趣向と『和荘兵衛』
前章で京伝が書いた『心学早染草』の中の「理屈臭き」文
を洗い出してきた。これらを見ていくと、心学道話以外にも朱子学や仏教、高札などから影響を受けていることが分かる。しかし前章の本文⑫において説明した通り、心学とはそもそも神道、仏教、儒教の教えを分かりやすく混在させた通俗倫理である。 「理屈臭き」文は、その思想自体道徳として既に庶民に根付いていたものだと考えられる。つまり、 『心学早染草』の中でもっともらしく書かれ いる「理屈臭き」文は、これによって読者を教化 ようと思って書かれたものではないと考えられる。
では京伝はどのような意図を持って「りくつ臭きをもて。
一ㇳ趣向となし」ているのか。その「理屈臭き 趣向について先行研究を取り上げながら考えて く。
前述した鬼塚里子氏の論考ではこの趣向について次のよう
に述べている。
マンネリ化した黄表紙の打開策として、京伝が出した答えは「理屈」であった。それは第一人者となったからこ
そ可能であったし、だからこそ実行しようと思ったのではないだろうか。決 て一戯作者として提案した「理屈」の新趣向がたまたま当たったわけではないのである。京伝は『早染草』でこれからの黄表紙の方向性を示のである
）注注
（注
。
「マンネリ化した黄表紙」というのは、全盛期を過ぎて趣向に行き詰まった黄表紙のことである。それに加え、寛政の改革が規制をかける。この状況を打開す ために京伝は「理屈」を取り上げた、というのが鬼塚氏の意見である。このような「理屈臭き」趣向は、幕府 意向を汲んだ、読者を啓蒙する趣向と言えるのではないだろうか。この意見は従来さてきた二つの見方の一つ、 「理屈（心学）を教化のために使う意識があった」というものに属すると考えられる。こうした見方に従った中山右尚氏は次のように述べている。
全体的には、やはり心学教訓本とでも言うべきで、おおよそ黄表紙的とは言い難い体裁になっている
）注注
（注
。
従来の見方のもう一つは「理屈（心学）を茶化す意識があ
った」という全く反対の見方である。これについて檜山純一氏は次のように述べている。
少なくとも寛政元年『心学早染草』においては、理屈臭
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さは、茶化しの対象として用いられた一趣向であったのだ。そしてここには自信 洒落と う以上に、天明期黄表紙作者の攻撃的とも言える仕掛けが施されていたのである
）注注
（注
。
京伝は『心学早染草』の好評を受け、続編である『人間一
生胸算用』 （北尾政演画・寛政三年）と『堪忍袋緒〆善玉』（寛政五年）を書く。檜山氏によるとこの二作品には読者を教化しようとして書かれた節があるとのことである。しかし『心学早染草』の段階ではそれは感じられないというのだ。「理屈臭き」ことを茶化すという姿勢が「目前屋理太郎」という名前や内容から読み取れるというのである。この名前の由来については水野稔氏が『日本古典文学大系
59』の頭注に
「 「目前の利」 （目の前のつまらぬ利益）を転化した命名であろう。 」としており、檜山氏はこれに同意している。
しかしこれら二つの正反対の見方は各々に偏り過ぎている
ようにも思う。確か 『心学早染草』の面白みは、滑稽を身上とする黄表紙に敢えて「理屈臭き」真面目なことを書きこむことにあ 。それは紛れのない事実ではあるが、 れだけ記すと「理屈を茶化す意識があった」という見方に賛同した形になってしまう。しかしただ茶化しているだけでは、二で
取り上げた教訓的、思想的な要素の多さを説明はできないのである。
さて、結論を急ぐ前にもう一つ「目前屋理太郎」の名前の
前例を示しておきたい。それは談義本末期の安永三年に刊行された『異国竒談
 和荘兵
衛
）注注
（注
』である。長崎の貿易商の隠居、
和荘兵衛が乗る船が嵐で難破し、漂流するうちに多く 奇妙な国を訪れ、そこでの経験を心の糧にしていくという談義本である。その奇妙な国の一つ「自暴国」では、国民が物事の道理や善悪には従わず、各々の現実に即し 目先の理屈を第一に生活しており、その めに自ら疲弊して く。こ 中で、そうした目先の現実だけを見た理屈を示す言葉が「目前の理」であっ 。
思ひ〳〵得手勝手、指当道理をいふて、畢竟の善悪をしらず。家居衣服ものいひまで、月々日々にかはり、たゞ目前の理をいふて、……
この「目前の理」は、朱子学で言う「当然の理」と世間一
般にいう「目前の利」 （目先の利益）とを掛け合わせ 語だろう。そして 理」が蔓延するこの国で和荘兵衛が逗留する宿の主人が、 「目前屋理八」という名前なのである。これだけでも京伝へ影響があったと考えてもいいように思わ
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れる。また『和荘兵衛』では「何から何までさし当る理をいふて、後の害をしらず。 」と記している通り、 「目前の 」と同義に「指当りの理」という表現が使われていることも読み取ることができる。『和荘兵衛』ではこの「目前の理」を、伝統的な教訓に即さない、現実だけを見た生活のルールとして示され た。しかもそれは結局、現実の生活を自滅させていくという点で
「目前の理は役に立ぬもの」と否定的に捉えられていた。このことを考えると、 『心学早染草』にいう「目先の理 もまた、心学や朱子学を中心とした庶民教化の議論から離れた、悪魂が司る「目先の利」を意味 ていたと考えるべきである。そうすると 『心学早染草』に盛り込まれ い 心学的教訓性は、ほのかな可笑しみに取り込まれていても否定される要素は全くないものと思われる。
結語
それでは「理屈臭き」趣向を示そうとした作者、京伝にと
っての「理屈」とは、一体何だった か。
前々章で『心学早染草』中の多くの思想的な雰囲気をもつ
文言を取り上げ、その典拠と考えられる資料を示した。その際に作品の名に沿って心学書や心学道話を中心にしたが、その引用部分には特 陽明学的志向が横たわっていると思われる。本文⑬にその傾向が顕著なのは前に言及した通りであるが、他にも陽明学の思想が息づいていると思われる箇所がある。
例えば、王心齋の『重鐫心齋王先生全集
 卷三』の「明哲
保身論」には次のような文がある。
これ仁なり。萬物一體の道なり。これを以て家を齊ふれば、すなはちよく一家を愛せり。よく一家 愛すれば、すなはち一家の者必ずわれ 一家の者われを愛すれば、すなはちわが身保てり
）注注
（注
。 （原漢文）
これは家族を大切にすることで自分にも恩恵がある、とい
うことを示している。前引本文⑦と⑮の文の源流となるような思想であると考えられる。
また銭緒山の『銭緒山遺文抄』の「天成篇」に次のような
一文がある。
思慮は天を以て動かば、 なはち神明に通ずるなり。天これを作り、天これを成し 參ふるに人を以てせず これこれを天能と謂ひ、これこれを天地萬物の靈と謂ふ
）注（
（注
。
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（原漢文）人の思慮は天が動かしており、そこに人の意志は関わらな
い。このことを「天能」と呼ぶ、とここでは述べている。この思想はそ まま『心学早染草』全体の趣向だと言えるだろう。更には、かつて京伝が超越的抽象概念による人間操作という趣向を得た『天道大福帳』にもこの思想が備わっていたと考えられる。
第二章やこの章で挙げた例を見ると、題名で心学と称しな
がらも作品中の思想が心学に一本化できているか いえば、そうではない。そしてそうし 多様な思想 包み込んで たのが陽明学的志向だったように われる。
京伝は『心学早染草』を書く際に、 「理屈臭き」を旨とし
たことを強調しながらも、そ 肝心の思想自体に対して揶揄的な意識を持っていたようには感じ ない。京伝 とっ教訓とは、有り難いながらもいささかややこしく存在してしかるべきものだった。そしてそうした社会的あり方をほのな笑いにまぶし、真面目な「理屈」を黄表紙の中に取り込んだ革新的な作品こそ 『心学早染草』だっ のである
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